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1は じめ に

衣服 は常 に人間の生活 とともにあ り、社会の変遷によって推移 してゆ くものであ ったが、

今 日のよ うに物質が豊かで、価値観が多様化 した生活文化では、衣服において実用性よりも

個人の嗜好性や審美性が優先 され る傾 向にあると見受 けられる。

YG性 格検査(心 理尺度 テス ト)の 本来の用途 は、あ くまで も個々人の学生 の性格特性 を

把握 し、学生相談、生活、就職指導等 の資料に活 されるのが目的で実施 されるのであるが、

本報ではYG性 格特性が被服行動 および食行動 とどのよ うに関連するかを心理的側面により

考察を行 った。

ところで90年 代に入 って、 ますます日本文化への関心が高 まっている。 たとえば、我国独

自の文化である、歌舞伎、大相撲、柔道、浮世絵、禅、茶の湯… といった、伝統的な文化が

特に若年層 において受 けいれ られ関心が高 まっている。

一方、和服において も伝統的 きものや服飾 デザイナーズ ・ブランドきものが大量に市場 に

出回 り高 い関心 と支持 を集 めている。

このような現在における文化情況の中、本学女子短期大学生 の和服 に対する意識や行動が

性格特性、食行動 といかに関連するかにっいて検討 したので報告する。

※大手前女子大学
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大手前女子短期大学 ・大手前栄養文化学院 ・大手前 ビジネス学院 「研究集録」第12号(1992年)

2調 査の概要 と目的

2・1調 査 の対象者

本学の服飾学科 ・生活文化学科 ・秘書学科の女子学生196名(有 効数)

2・2調 査 時期

1991年5月20日 ～5月25日

2・3調 査方 法

被服に対する意識 と行動に関す る調査では、質問紙を配布 し、被験者 に一部写真を提示 し

なが ら、集合調査を行 った。心理的スケールにっいては、YG性 格検査を質問紙法形式で集

合調 査 を実施 し、食 行動 調査 で は、EATD(EatingAttitudesTest)に 身体 イメ ー ジ(自

分の体型をどのように自分 自身が感 じているか)を 加 えた質問紙 による集合調査を同様に実

施 した。 このように して作成 した設問項 目2)の うち表1～ 表3に 示す56項 目(被 服行動26項

目、YG特 性12項 目、食行動18項 目であり、被服行動 と食行動 にっ いて は各設問項 目のなか

か ら任意 に選択 した)を 対象 とした。

表1被 服行動

変数 名(略号) 設 問 項 目 カテ ゴ リー区分 度数 頻度
(人)(%)

人間 は服装 よ りも自分 自身が大切 だか ら、着 るものに ご 1そ う思 う 199.6
HQO2 だわ らない方 が良 い と思 います か。 2そ う思わな い 14070.3

3わ か らない 4020.1

あ なたは他人 と同 じよ うな服装 をするのが嫌いなので、 1そ う思 う 8140.7
HQO3 個性的 な服 を着 るほ うが良 いと思 いますか。 2そ う思わな い 5527.6

3わ か らない 6331.7

あな たは男性 の目を意 識 して服 を着 てい ると思 いますか。 1そ う思 う 6331.7
HQO5 2そ う思 わな い 8844.2

3わ か らない 4824.1

あな たは女性 の目を意識 して服 を着 ている と思い ますか。 1そ う思 う 9648.3
HQO6 2そ う思 わない 5326.6

3わ か らない 5025.1

あなた は夏祭 には浴衣(ゆ かた)を 着 たいと思 い ますか。 1そ う思 う 17587.9
HQO7 2そ う思 わない 2010.1

3わ か らない 42.0

あなた は服を購入す る場 合、 素材が天然繊維 の服(綿 ・ 1そ う思 う 7537.7
HQO8 麻 ・絹 ・毛)を 主 に選 んでい ると思 います か。 2そ う思 わない 8743.7

3わ か らない 3718.6

あなたは 自分の服装 に対 して他人が どう思 ってい るかを 1そ う思 う 11859.3
HQO9 気 にす るほうですか。 2そ う思 わない 5527.6

3わ か らない 2613.1

あなたは服 装 は自己表現 の有 力な手段で あると思 います 1そ う思 う 14170.8
HQ10 か 。 2そ う思 わない 3417.1

3わ か らない 2412ユ

あなたは正 月に は着物を着 たい と思 い ますか。 1そ う思 う 14974.9
HQ11 2そ う思 わない 3819.1

3わ か らない 126.0

あ なたはどち らか というと目立 たない地味な服装が好 き 1そ う思 う 4422.1
HQ12 で す か 。 2そ う思わ ない 10954.8

3わ か らない 4623.1

一185一

N工 工一ElectrOnicLibrarySe-vice



OtemaeUniverSity

女子学生のYG性 格特性における被服行動と食行動との関連性にっいて

表1被 服行動

変数名
(略号)

設 問 項 目 カ テ ゴ リー 区分
度数 頻度
(人)(%)

あなたは少 し高価 で もデザ イ ンと品質 のよい ものを選ん 1そ う思 う 9648.3

HQ14 で いると思 いますか。 2そ う思 わない 5025.1

3わ か らない 5326.6

あなたは服の枚数は比較的少なくても上手に組合せて変 1そ う思 う 18090.5

HQ16 化 をっけたい と思い ますか。 2そ う思 わない 115.5

3わ か らない 84.0

HQ17 あなたは流行 の最先端の服 を着 るのは恥ずか しいですか。
1そ う思 う
2そ う思 わない

4623.1

10954.8

3わ か らない 4422.1

あなたは今 日はどんな服 を着 よ うか と考え るの は楽 しい 1そ う思 う 9346.7

HQ18 で す か。 2そ う思 わない 7135.7

3わ か らない 3517.6

あなたは外出す る時 に着 る服 がな くて外出が いや になる 1そ う思 う 14070.4

HQ19 ことがあ りますか。 2そ う思 わない
3わ か らない

4020.1

199.5

あなたは流行 に流 され るのが嫌 いで、 はや りす た りのな 1そ う思 う 10854.3

HQ20 い服 を選 ぶ ほうですか。 2そ う思わない
3わ か らな い

5020.1

5125.6

あなた は新 しい服 を買 うときには気 に入 った らす ぐに買 1そ う思 う 10753.8

HQ21 い ま す か 。 2そ う思 わ ない 6733.7

3わ か らな い 2512.5

あなた は人の服装 を見 ていろ いろと批判す るほ うですか。 1そ う思 う 7839.2

HQ23 2そ う思わ ない 9447.2

3わ か らな い 2713.6

あなた は流行 を追 うっ もりはないのに、 いつの間 にか流 1そ う思 う 10753.8

HQ25 行に乗せ られ ている ことがあ りますか。 2そ う思わ ない

3わ か らない

5326.6

3919.6

あなた は服装 によ って美 しく変身す るのが楽 しみですか。 0無 回答 10.5

1そ う思 う 16683.4
HQ26 2そ う思わ ない 115.5

3わ か らない 2110.6

あ なたは有名 ブラン ドの服を着て みたいと思 い ますか。 1そ う思 う 13366.8

HQ27 2そ う思 わない
3わ か らない

3517.6
3115.6

変数名
(略号) 設 問 事 項 カ テ ゴ リー 区分

度数 頻度
(人)(%)

あなたは成人式 に はどの よ うな服 1振 り柚 18191.0

を着 たい と思 い ますか。 2袴 姿 10.5
、、

3ロ ンク ドレス 00.0
HQ30

4ド レ ッ シ ー な ワ ン ピ ー ス 31.5

5フ ォ ー マ ル な ス ー ツ 94.5

6そ の他 52.5

あなたは卒 業式 にはどのよ うな服 0無 回答 10.5

を着 たい と思 います か。 1振 り袖 2110.6

2袴 姿 15276.4

HQ31 3ロ ング ドレ ス

4ド レ ッ シー な ワ ン ピー ス

42.0

63.0

5フ ォー マ ル な ス ー ッ 147.0

6そ の他 10.5

あなた は花嫁衣装 にはどれを着 た 1ウ エ デ イ ン グ ド レス 7537.7

HQ32 い と思 いますか。 2白 無 垢(し ろむ く)に 打掛 け
,

31と2の 両 方

31.5

11859.3

4そ の他 31.5

あな たはジー ンズを はくのが好 き 1好 き 13969.8

HQ33 で す か 。 2嫌 い
3わ か らな い

2613.1

3417.1

あなたが着 てみた いと思 うふ り袖 1濃青緑地に花と唐子模様柄で大正ロマン風 147.0

を、サ ンプ ル1～6の 中 か ら1っ 2赤地に黒と金のぼかし分けで花柄で古典的 6834.2

HQ37 選ん で番号 を()の 中 に書 いて
くだ さい。

3緑色地に辻が花柄で現代的
4桃色地に金糸の雲取り柄で古典的

168.0

2814.1

5紫地に青緑と黒のぼかし分けでモダンな花柄で現代的 3618.1

6黄土色と青地の裾濃きものに御所解文様で古典的 3718.6
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表2YG性 格特性尺度

変数名
(略号)

性 格 特 性 項 目 カ テ ゴ リー区 分
度 数

(人)

頻度

(%)

YG@D 抑 うつ性
1

2

3

楽天的
普通

陰気

122

73

4

61.3

36.7

2.0

YG@C
回帰性傾向

1

2

3

冷静

普通
感情的

87

102

10

43.7

51.3

5.0

YG@1 劣等感 の強い こと
1

2

3

自身家

普通
自身欠如

51

128

20

25.6

64.3

10ユ

YG@N 神経質
1

2

3

神経質でない
普通

神経質

91

93

15

45.7

46.7

7.6

YG@O
客観的で ない こと

1

2

3

客観的
普通
主観的

88

78

33

44.2

39.2

16.6

YG@Co 協調的で ない こと
1

2

3

協調的

普通
非協調的

42

70

87

21.1

35.2

43.7

YG@Ag
愛想 の悪 い こと

1

2

3

消極的
普通

積極的

92

87

20

46.2

43.7

10ユ

YG@G
一般的活動性 1

2

3

非活動的
普通

活動的

47

116

36

23.6

58.3

18.1

YG@R
のん きさ

1

2

3

慎重
普通
のんき

17

112

70

8.5

56.3

35.2

YG@T
思考的外向

1

2

3

熟慮的

普通
非熟慮的

135

49

15

67.9

24.6

7.5

YG@A
支配性

1

2

3

服従的
普通

支配性大

65

111

23

32.7

55.8

11.5

YG@S
社会的外向

1

2

3

地味な入柄
普通

社交的

139

51

9

69.9

25.6

4.5

心理調査 にっいては、YG性 格調査 を実施 して得 られた各性格特性尺度(12特 性)の 粗点

か ら個人得点を12尺 度毎に算出 し、検査用紙 に記載 されているパーセ ンタイル値か ら5段 階

判別の標準得点を判定 し、その標準点 を下位(1、2)、 中位(3)、 上位(4、5)の クラス

に分けて解析に用 いた。

なお、表3に は、食行動および身体 イメー ジにおける頻度集計結果を示 した。
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表3食 行動 と身体イメー ジ

変数名
(略号)

設 問 項 目 カテ ゴ リー区分
度数 頻度

(人)(%)

EQO3 食事 のことを考 えただ けで不安 になる。 1そ う思 う

2そ う思わな い

73.54

19196.46

EQO4 太 りす ぎるのが恐 い。 1そ う思 う

2そ う思わな い

13869.70

6030.30

EQ15 もっとやせたい とい う思 いに夢 中にな ってい る。 1そ う思 う

2そ う思わな い

8844.44

11055.56

EQ16 カロ リーを消費 す るため に一生懸 命運 動 して いる。 1そ う思 う

2そ う思わ ない

2211.11

17688.89

EQ17 一 日に何 回 も体 重を測 る。 1そ う思 う

2そ う思わ ない

2110.66

17689.34

EQ18 体 にぴ った りと合 う服が好 きであ る。 1そ う思 う

2そ う思わ ない

4422.22

15477.78

EQ23 規則正 しく生理が ある。 1そ う思 う

2そ う思わ ない

13266.67

6633.33

EQ24 自分 はやせ過 ぎだ と人 に思 われて いる。 1そ う思 う

2そ う思わ ない

189.09

18090.91

EQ26 食事 の時間が人 よ り長 い。 1そ う思 う

2そ う思 わない

6231.31

13668.69

EQ27 レス トラ ンで食事 をするのが好 きであ る。 1そ う思 う

2そ う思 わない

11256.57

8643.43

EQ30 ダ イ エ ッ ト食 品 を食 べ て い る。 1そ う思 う

2そ う思 わない

52.53

19397.47

EQ32 食べ物 につ いては自制心 を発揮 して いる。 1そ う思 う

2そ う思 わない

3417ユ7

16482.83

EQ36 甘 い ものを食 べた後 はイライラす る。 1そ う思 う

2そ う思 わない

42.02

19497.98

EQ37 ダ イ エ ッ トに夢 中 に な って い る。 1そ う思 う

2そ う思 わな い

3015.15

16884.85

EQ38 空腹で い るのが好 きで ある。 1そ う思 う

2そ う思わ ない

73.54

19196.46

EQ39 食 べた ことのな いよ うな こって りした ものを食べて みる

のが好 きであ る。

1そ う思 う

2そ う思わ ない

2512.63

17387.37

EQ40 食事 の後で吐 きたい衝動 にか られ る。 1そ う思 う

2そ う思わ ない

84.04

19095.96

BIMA (身体 イメー ジ)

あなた は現在 の体重 を どのよ うに感 じて いますか。

1や せ ・やややせ

2ち ょうどよい

3や や肥 え

4非 常 に太 ってい る

115.6%

3417.3%

11558.7%

3618.4%
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2・4計 算 と デ ー タ処 理 の 方 法

当該 デー タの分 析方法 と して は、 分割 表解析 にお いて赤池 の情 報量 規準AIC(Akaike's

InformationCriterion)3)を 用 いた多次元 分割表 モデル分析 を試 み た。 なお、 種 々 の計 算 は

京都大 学大型 計算 機 セ ンター のFUJITSUM-1800シ ステムを利用 して行 わ れた。AICに

よる統 計解析 に は、文部 省統 計数理 研究 所 で開発 され たCATDAP(ACategorical

DataAnalysisProgramPackage)4)、 種 々の統 計 分 析 に はSAS(StatisticalAnalysis

System)5)を 利用 して行 った。

3結 果 と考察

3・1AICに よ る被 服 行 動 分 析

我々は、先 に本学学生の被服行動 とYG性 格特性 との関連性 について報告6)を 行い、被服

行動の主要な要因を次の7点 に括 って述べた。っまり

1.被 服 における同調性に対す る反応 と評価

HQO2、HQO6、HQO9、HQ23の 各調査項 目が該当す る。

2.被 服による自己表現の しか と優越意識 との関連

HQO3、HQ10、HQ12、HQ18、HQ26の 各調査項 目が該当する。

3.被 服着用における性的魅力 との関連

HQO5、HQ33、 の各調査項 目が該当する。

4.被 服 と流行についての意識

HQ17、}IQ20、HQ25、HQ27の 各調査項 目が該当す る。

5.被 服素材に関す る知識 と活用 に対する問題

HQO8、HQ14の 各調査項目が該当する。

6.被 服の購買意識の動向

HQ21の 調査項 目が該当する。

7.被 服 に対 しての全般的な関心度

HQO7、HQ11、HQ19、HQ30、HQ31、HQ32、HQ33の 各調査項目が該当する。

そ こで、被服行動を着 目変数 とし、食行動(BIMA変 数を含む身体 イメー ジの自己判 断を

示す)とYG性 格特性、着 目変数以外の被服行動の56項 目を説明変数 として関連 を見 る為、

CATDAPに より多次元分析を行い、AIC値 を算出 した。その結果図1に 示す。

図1は 、各着 目変数 に対する説明変数間のAIC値 の大小を一 目でみ られるよ うに、記号

で表現 した ものである。AIC値 により5段 階に区分されている。 この図では、記号の星印

が最 も関連性 が強 く、次 いで、二重丸印、三角印、負の印とな り、白地の箇所はその欄 に対

応す る変数同志がAICの 立場か ら見て独立(無 関連)で あることを表わ している。
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まず、本学学生の被服における同調傾向の項 目として選択された 「HQO2ユ 、 「HQO6」 、

「HQO9」 、「HQ23」 にっ いて関連を検討すると、

HQO2「 人間は服装 によ り自分 自身が大切 だか ら、着 るものにこだわ らない方がよいと思

うか」 を着 目変数 に した場合には、投入 した説明変数群の中で はHQO6「 女性の目を意識 し

て服を着ていると思 うか」が最 も関連性 の強い項 目として選択 された。次に、HQO6「 女性

の 目を意識 して服 を着ていると思 うか」 では最 も関連性の強い項 目はHQO5「 男性 の目を意

識 して服を着ているか」であ り、AIC値 が一128.40と なり情報量が非常 に多い結果を得た。

HQO6に 対 して性的魅力の項 目として上 げ られているHQO5「 男性 の目を意識 して服の着用」

に相関が高 いのは、着 目変数 に対する説明変数がきわめて類似的な質問項 目であることか ら

当然の結果 と思われる。質問紙法 による分析では相似た り、隣接する質問項 目間の相関が高

くなることはよく知 られたことである。次にHQO9「 自分に対 して他人 はどう思 うか」 との

関連 の強いのはHQO6で ある。

これ らの結果か ら、HQO2、HQO9の 設問に対 してHQO6に 強い相関がみ られた。頻度集

計の結果を考察す ると、HQO2「 着 るものにこだわる者」140人(70.3%)、HQO6「 女性 の

目を意識 して服 を着ている者」96人(48.3%)、HQO9「 自分の服装によ って他人はどう思っ

ているか気にする方である者」118人(59.3%)と な っている。衣生活論7)に よれば、 「私 た

ちの生活 は、他人 との関係 において、すなわち他人の存在が私たちの行動や態度 を決めてい

る。私 たちは常 に他人 と同 じであ りたい、世間並 み、他人並みという同調 を望んでいる」(取

意)と あるが、本調査結果 においても同傾向の結果 となった。 このようにHQO2、HQO6、

HQO9の 各設問項 目は衣生活論で示 されている同調志向 と本学学生の反応が一致 しているこ

とが検証できた。

さらに、同調傾向の項 目として選択 されているHQ23「 人の服装 を見ていろいろ批判す る

方ですか」では、最適 と選択 された変数 は食行動の項 目EQO4「 太 りすぎが恐 い」であり、

次 いでEQ15「 もっとやせたいという思 いに夢中になっている」、YG@N(神 経質)、YG

@R(の ん きさ)、YG@CO(協 調的でないこと)でYG性 格特性 の項 目が続 いている。

HQ23項 目を着 目変数 とした場合は、被服行動要因の同調傾向よりも食行動やYG性 格特性

の項 目に強い関連性がみ られ興味深い結果 となった。 このことにっ いて勘案すれば、HQ23

項目の頻度集計では、人の服装をみて批判 す る者 の割合 が39.2%と 比較的少 ない。 これ は

「服装規範(服 装の社会的習わ し)に 対 しては女子学生 は中年女性より自由な態度 を持 って

いる」 という研究報告9)に 見 られるように、若者は自由に衣服を選 び、 自由に好 きな服装 を

して衣生活を楽 しもうとしている傾向があるため、同一志向である他人 との比較や批判をす

る必要が起 こらないためであろう。 ゆえに、HQ23に っいては、同調傾向 との関連性が認 め

られないと解釈される。 さらにみてみ ると、YG性 格特性のN因 子(神 経質)の 頻度集計 で

は、神経質でないが45.7%で あり、ふっ うグループの者46 .7%と の比較がほぼ同率 を示 して
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おり、神経質 は7.5%と 非常に少ない。次 いでR因 子(の んきさ)の 頻度集計 では、 ふっ う

グループは56。3%で あり、のん きな人 は35.2%み られ るが、慎重な人 は8.5%と 相当少ない。

Co因 子(協 調的でない)の 頻度集計 は、協調的な人が43.7%と ふっ うグル ープ人35.2%よ

りやや多 く、協調的でない人 も21.1%と かな り多 い。つまり、「人の服装 を見 ていろいろ批

判す る方 ですか」の設問に対 して、N因 子で は神経質でない者やふっうグループの者が圧倒

的な比率を示 し、R因 子ではふっ うグループの者やのん きな人が非常 に多 く、CO因 子では

協調的な人やふっ うグループが多 いとい う選択肢 に強い反応が示めされたことを肯首 しうる。

次に、服装での自己表現(個 性化)の 項 目と して選択 された。HQ10、HQ18、HQ26の

各項 目について もその関連性 を検討すると、

まず、HQ10「 服装 は自己表現 の手段であると思 うか」を着 目変数に した場合には、HQ

26「 服装 によって美 しく変身するのが楽 しみですか」が最 も有効な項 目として選択 された。

また、HQ26を 着 目変数 した場合において もHQ10が 最適変数 として選択 された。次 にHQ

18「今 日どんな服を着ようと考 えるのは楽 しいですか」 との関連の強い項目はHQ10で ある。

したが って、HQ10、HQ18、HQ26の 項 目間には高い相関関係性が認 められた。 さらにみ

てみ ると、流行に対す る意識(且Q25)に 関する項 目も有意な項 目として選択されている。

文献9)に よれば 「人間は共同生活 の中では、他人 と自分 を区別す ること、 と共 に他 と自分 を

同一化す る傾向性が度々指摘 されているところであるが、本調査における流行意識に関す る

項 目の反応 にっ いて見て も個性化 と均一化の傾向を見 ることがで きる。 この個性化 と均一化

を視覚的にとらえ る形で意味づ けるのに最 も効果があるのが衣の領域である。流行に対す る

関心やファッションはこの衣の領域に関する心理作用を利用 したと考え られ る。」 本学学生

に対する分析結果にも同様 な傾向が数値 として明確にあ らわれている。すなわち、 自己表現

(個性化)を 示す項 目に関 しては、流行に対す る関心や ファッションを重視 する とい う比率

の高か った結果か ら見て も明 らかである。

次に、全般的な関心度の項 目として選択 された和服着装行動の項 目(HQO7、HQ11、H

Q30、HQ31、HQ32)に っいての関心度について検討 して見る。

まず、HQO7「 夏祭 には浴衣を着たいと思 うか」 に対 して最 も関連性の強い説明変数 は、

HQ11「 お正月に着物を着たいと思 うか」であり、次いで、HQ30「 成人式にはどのような

服を着たいか」、HQ31「 卒業式 にはどんな服を着たいか」 となってお り和服着装行動 にお

ける項目間に強 い相関が見 られた。頻度集計結果では 「夏祭 に浴衣 を着 たい と思 う者」 は

87.8%(172人)と 高い比率で着たいと望んでいる。

1982年'°)と1988年n)に実施 した夏祭の浴衣 の着用率の調査 を比較す ると、60。4%、84.2%

であり、和服 の着用比率が漸次増加の傾向を示 していることが顕著にあ らわれている。1992

年 に発行 された"Ki-mono"'2)に よれば 「最近の浴衣 はDCブ ランドの名の入 ったデザイナー

の創作 した ものが多 く売 り出されていて若者達に受 けている。」(取意)と あるが これは、我々
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の調査結 果 の反応 パ ター ンと同一傾 向 であ る。 例 を示 せ ば、若 い世代 にお いて は古 来か らイ

メ ー ジされて来 た着 物 の感覚 の枠 を外 れ着物 を1っ の フ ァ ッシ ョンと して捉 えて い る傾 向が

見 られ る。次 に、HQ11「 お正 月 に着物 を着 たい と思 うか」 で は最 も関連 の強 い項 目はHQ

O7「 夏 祭 りに は浴衣 を着 用 した いか」で あ り、次 いでHQ30、HQ32と な り、 和 服 の 着装 行

動 にお ける項 目間 に強 い相 関 が示 されて い る。

っつ い て、HQ30「 成 人式 に はどの よ うな服 を着 た い と思 いますか」 の項 目にっ いて検討

して見 た。

この設 問項 目は被 験者 に成人式 とい う一生 に一度 の儀 式 にお け る着用 したい衣服 の種類 を

選択 させ る質 問で あ る。 この項 目の頻度 集計 で は 「振 り袖(178人)」90.8%、 「袴姿(1人)」

0.5%、 「ドレッシー な ワ ンピー ス(3人)」1.5%、 「フ ォー マ ル な ス ー ッ(9人)」4.6%、

「その他(5人)」2.6%と い う結 果 とな り圧 倒 的 に成人 式 に 「振 り袖 」 を着 用 した い と望 ん

で いる ことが分 った。 また、 この項 目を着 目変数 と した分割表 比較 分析 で は、HQO7「 夏祭

に浴 衣 の着用 したい と思 うか」 が最 も有 効 な項 目 と して選 択 され、次 に、HQ11、HQ31、

HQ32と い った和服 の着装 行動 にお け る項 目間 との間 に強 い関 連性 が認 め られた。 一方 、Y

G性 格特性12項 目、食 行動 にっ いて見 た場合 で は着 目変数HQ30に 対 して独立(関 連が ない)

とい う結果 を得 られた。

次 いで、HQ31「 卒 業式 に は どん な服 を着 た いか」 の設 問 はHQ30と 同様 に卒 業式 とい う

学生達 に とって は晴 れの儀式 にお いて着 用希望 の衣 服 の種 類 を問 うた設問 で あ る。

その結果 、「振 り袖(20人)」10.2%、 「袴姿(151人)」77.0%、 「ロ ング ドレス(4人)」2.0

%、 「ドレ ッシーな ワン ピー ス(6人)」3.0%、 「フ ォー一マ ルな ス ー ツ(14人)」7.0%、 「そ

の他(1人)」0.5%と い う結 果 とな り、 卒業式 に は最 も多 くの者 が袴 姿 で出席 した い と望 ん

で い るこ とが分 った。

さ らに、HQ31「 卒業 式 に はどん な服 を着 た いか」 を着 目変数 と した場合 に最 も関連性 の

強 い項 目はHQO7「 夏祭 には浴 衣 を着 たい と思 うか」 で あ り、次 いで、HQ30、EQ39「 食

べ た ことのな い こって り した もの を食 べ るのが好 きで ある」 とな り、55項 目の説 明変 数 の中

で は この3変 数 のみが有意 差 のあ る項 目 と して選 択 され たが、和服 着装 行動 のHQ11「 お正

月 には着 物 を着 たい と思 うか」 と}IQ32「 花 嫁衣 裳 に はどれを着 た い と思 うか」 に関す る項

目 はHQ31に 対 して は独立(無 関連)と な って い る。 これ らの ことか ら考 え られ る ことは、

同 じ儀式 において も、学生 の礼服 着装 の意識 の なかで は、卒業 式 と正月 ・結婚式 にっ いて は

弁別 されて い るので はないか とも考 え られ興 味深 い結果 で あ る。

次 に、QH32「 花嫁 衣裳 にはどん な衣服 を着 たい と思 うか」 で は、「ウ ェ デ ィ ング ドレス

と白無垢 に打 ち掛 けの両 方」 を希望 す る者が118人(59.3%)と 過 半 数 以 上 の者 が着 用 を望

ん で いる。 次 いで 「ウェデ ィ ング ドレス」 が75人(37.7%)、 「白無 垢 に打 ち掛 け」 と 「そ の

他」 が3人(1.5%)と な って い る。次 いでHQ32「 花嫁 衣裳 には ど ん な衣 服 を着 た いか」
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を着 目変数 にした場合の関連の強い説明変数項 目ではHQ11「 お正月に着物 を着たいと思 う

か」が最適変数 として選択 され、EQ39、HQO7、HQ30、EQ26と なっている。

以上 の結果を検証 して見 ると、本学学生 においては、夏祭 には浴衣の着用を希望 し、人生

の大切な節 目である成人式には振 り袖で参加 し、学業最後の卒業式 には袴姿で出席 したいと

希望 し、お正月には着物を着 たいと思い、結婚式には 「白無垢に打ち掛 け衣裳 とウェデ ィン

グ ドレス」 と両方で披露 したいと思 っていることが明 らかになった。

一・方では
、卒業式の設問 に対 してお正月 と結婚式 には有意差が認あ られず無関連 となって

いる。 これ らを勘案すると学生達の和服着装行動における意識 は、夏祭 りと成人式、卒業式

においては同一化傾向が示め され、他方、お正月 と結婚式 とが着装意識が一致 していること

がわかる。

最近の傾向としてファッション誌やマスメディアを駆使 したきものメーカは、夏祭には祭

りファッションと して浴衣、成人式 には服飾 デザイナーズ ・ブラン ドの振袖、卒業式には袴

姿 というように若 い世代 に着物 に対するイメージ化を行 い、それ らの行事や儀式がイベ ント

化 している。

これは、我々が今回実施 した調査結果 とも一致 している。なお、被験者 にとってはお正月

と結婚式はあ くまで も伝統行事 として位置づけている事が示唆された。

以上、被服行動 を軸 にしたAICに よる2次 元分析 にっいて検討 したが、多次元による分

析結果について は本紀要の笹山13)の報告を参照 されたい。

4AlCに よ るYG性 格特性 と被 服行動 につ いて

4・1AICに よ るYG性 格 特 性 分 析

本節では、YG性 格特性 テス トにおける12因 子特性を着 目変数 と し、被服行動 と食行動、

着 目変数以外のYG特 性を説明変数 として多次元分割表分析を試みた。

説明変数には食行動調査の項 目を加 えたが、 ここで、被服行動 とYG特 性相互の関連性を

把握することに重点を置いたので食行動 との因果関係については言及 していない。

本来の用途、YG性 格特性テス ド4)は個々人の学生の性格特性 を把握 し、 あくまで も個 々

人の学生相談、生活、就職、指導等の資料 に活かされることを目的として実施 されたもので

ある。

しか しなが ら、本学学生を被験者群 としたYG特 性の傾向性を同一人 に対 して実施 された

被服行動調査項 目との関連性を論 じることは、無意味なことではない。

図2は 着目変数 である12項 目のYG特 性 と説明変数56項 目とのAICに よる2次 元分割表

の関連度の強 さを記号で示 したものである。AIC値 によ り5段 階に区分 されている。 この

図では、記号の星印が最 も関連性が強 く、次 いで、二重丸印、三角印、負の印 となり、白地
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(HQO2#1

(HQO3#2

(HQO5#3

(HQO6#4

(HQO7#5

(HQO8#6

(HQO9#7

(HQ10#8

(HQ11#9

(HQ12#10

(HQ14#11

(HQ16#12

(HQ17#13

(HQ18#14

(HQ19#15

(HQ20#16

(HQ21#17

(HQ23#18

(HQ25#19

(HQ26#20

(HQ27#21

(HQ30#22

(HQ31#23

(HQ32#24

(HQ33#25

(HQ37#26

(BIMA#27

(EQO3#28

(EQO4#29

(EQ15#30

(EQ16#31

(EQ17#32

(EQ18#33

(EQ23#34

(EQ24#35

(EQ26#36

(EQ27#37

(EQ30#38

(EQ32#39

(EQ36#40

(EQ37#41

(EQ38#42

(EQ39#43

(EQ40#44

(YG@S#45

(YG@A#46

(YG@T#47

(YG@R#48

(YG@G#49

(YG@Co#51

(YG@O#52

(YG@N#53

(YG@1#54

(YG@C#55

(YG@D#56

〈NOTE>

★

RESPONSEVARIABLES

YYYYYYYYYYYY
GGGGGGGGGGGG

@@@@@@@@@@@@
SATRGACONICD

EXPLANAT・RY芽 鷲 芽芽撫 昔昔昔昔昔
VARIABLES567895523456

01

)一 △ △

)△ 一 △

)△ 一 △ △ 一 ◎ ◎ △

)△ △ △ 一 △ ◎

)△

)△

)△ △ △ 一

)一 一 △

)一 △

)一 △ 一 一 △

)△ 一 一 △ △ △ ◎ △

)一

)一 △ 一 △ △ 一

)◎ △

)△ △ △ ～

)△ △ ◎ △ △

)一 △ △

)△ 一 △ △ △ △ △ △ 一 △

)△ △ △ △ 一 △ △ △ 一 △

)一 △ △ 一

△ △ 一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(YG@Ag#50)

△

△

△

△

△

△

△ ★ 一 一 △

△ △

△

AIC/NSAMP<-0.100

◎-0.100<AIC/NSAMP〈-0.050nomarkα0<AIC/NSAMP

図2AICの 値 の 大 き さ を 表 す 濃 淡 図

★ ◎ ◎ ◎ △ △ △ ◎ △

)★ △ ★ ★ ★ ◎ △ ◎ ◎ △ ◎

)◎ △ ◎ ◎ ★ △ △ ◎ △ 一 一

)◎ ★ ◎ ◎ ★ △ ★ △ 一

)◎ ★ ◎ ◎ ★ △ △ △ ◎ △

★ ★ ★ ★ ★ ◎ ◎ ◎ ★ ◎

)△ ◎ △ △ ★ ★ ★ ◎ ★ ◎

)△ △ △ △ ◎ ★ ★ ◎ ★ ★

)△ ◎ ◎ △ △ ◎ ★ ★ ★ ★ ◎

)◎ ◎ △ ★ ◎ ◎ ◎ ◎ ★ ★ △

)△ 一 △ △ ★ ★ ★ ★ ★ ★

)△ ◎ 一 一 ◎ ◎ ★ ◎ △ ★

△-0.050<AIC/NSAMP<-0.010
--0 .010<AIC/NSAMP〈0、0

の箇所 はその欄に対応する変数 同志 が

AICの 立場か見て独立(無 関係)で

あることを表わ している。

図か ら明 らかなよ うに、YG性 格特

性間で強 い関連性のある事 などが読 み

とれ る。

まず、YG性 格特性 における情緒安

定性因子群 はD(抑 うっ性)、C(回

帰性傾 向)、1(劣 等感 の強弱)、N

(神経質性)に 分 け られ る。 これ らの

関連を検討す ると、

D因 子を着 目変数 と した場合 には、

投入 した説明変数群の中で5位 まであ

げるとO因 子(AIC値=-35.08)

が最 も関連度 の強い項 目として選択 さ

れ、次 いで、C因 子、Co因 子、N因

子、Ag因 子 となっている。 次 に、C

因子では最 も関連性 の強 い項 目はN因

子(AIC値=-34.70)で あ り、 次

いでD因 子、Co因 子、O因 子、5位

のAg因 子 となって いる。 っつ いて、

C因 子で は最 も関連の強い項 目はN因

子(AIC値=-28.05)で あ り、次

いでR因 子、C因 子、S因 子、5位 の

Ag因 子 となっている。 さ らに、N因

子では最 も関連性の強い項目はC因 子

(AIC値=-34.70)で あり、 次 いで

Co因 子、1因 子、O因 子、5位 のD

因子 となっている。

これ らの結果か ら、情緒安定性 因子

群 における項 目間との間に強い相関 が

認あ られた。 これは、着 目変数 に対す

る説明変数が きわあて類似的な因子で

あることが証明され、 この集合因子 は
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情緒面 の安定性 を表わす特徴ある因子群であることが検証 された。

っついて、YG性 格特性 における社会的適応性因子群はO(客 観的 一主観的)、Co(協

調的一非協調的)、Ag(消 極的 一積極的)に 分け られ る。 これ らの関連を検討すると、

O因 子を着 目変数 に した場合 には、投入 した説明変数群の中で5位 まであげると、D因 子

(AIC値 二一35.08)が 最 も関連度 の強 い項 目として選択 され、次いでCo因 子、N因 子、

C因 子、Ag因 子 となっている。次 に、Co因 子では最 も関連性の強 い項 目はO因 子(AI

C値=-29.11)で あり、次いでN因 子、C因 子、Ag因 子、5位 のEQ24と なっている。 つ

づいて、Ag因 子では最 も関連性の強い項 目はA因 子(AIC値=-32.84)で あり、次 いで

G因 子、R因 子、Co因 子、5位 のC因 子 とな っている。

これ らの結果 より、0因 子、Co因 子、Ag因 子の項 目間 には高 い相関性が認 め られた。

さらにみてみると、情緒安定性因子群 のC因 子(回 帰性傾向)に 関す る項目 も有意な項 目と

して選択 された。

社会的適応性因子群 とは、社会的適応、不適応 を表す因子である。社会的適応、社会的不

適応 の中に社会 ルールを無視 して反抗的態度を示す となっているが、関連因子 と してC因 子

(冷静 一感情)が 選ばれているのは肯首 しうる。

次 に、YG性 格特性 における主導的集合因子群 はA(服 従的一支配的)、S(社 会的内向一

社会的外向)に 分け られる。 これ らの関連 を検討す ると、

A因 子 を着 目変数 と した場合 には、投入 した説明変数群の中で5位 まであげると、G因 子

(AIC値;34.10)が 最 も関連度の強い項目として選択 され、次いでAg因 子、S因 子、R

因子、5位 でCo因 子 となっている。つづいて、S因 子では最 も関連性の強 い項 目はA因 子

(AIC値=-27.33)で あり、次いで1因 子、R因 子、G因 子、5位 でT因 子 となっている。

これ らの結果か ら、主導的集合因子群における項 目間 との間に強い相関が認 め られた。

さらにみてみると、G因 子(非 行動性 一活動的)、R因 子(慎 重 一のん き)に 関す る項 目

も有意な項目として選択 された。

5YG性 格集合因子 と被服行動 との多次元分割表分析

YG性 格特性テス トは前報15)に述べたように12の 基礎因子か らな り、 その1つ1つ の因子

には深 い意味がある。 さらに、2っ 以上の基礎因子が集 まって1っ の性格特性的な意味を も

っ集合因子が形成 され る。

そ こで、い くっかの着 目す る集合因子 と主に被服行動における関連性 についてAICに よ

る多次元分割表分析 の結果か ら考察す る。

表4は 各YG性 格特性 を着 目変数 とした場合の最適変数 の組合せとAIC値 、被服行動に

関す る項 目が選択 された上位5項 目の組合せと順位 ならびにAIC値 を示 したものである。
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表4YG特 性を軸 とした最適変数 と被服項1目ベス ト5(全 体の順位)

着 目変 数
最適変数組合 せ

(AIC値)
被服行動1 被服行動2 被服行動3 被服行動4 被服行動5

S

(社会 的外 向)

A

(-27.33)

A*HQO9(8)

(-18.90)

A*HQO3(9)

(-18.85)

A*HQ27(10)

(-18.74)

A*HQO5(18)

(-17.21)

A*HQ20(20)

(-1692)

A

(支配性)

G*S

(-37.26)

G*HQ21(10)

(-27.0)
G*HQ19(11)

(-26.91)

G*HQ10(27)

(-22.53)

G*HQlo(27)

(-22.53)

G*HQO8(34)

(-21.52)

T

(思考的外 向)

Ag

(-20.0)

Ag*HQ17(3)

(-17.13)

Ag*HQ25(4)

(-15.91)

Ag*HQO3(7)

(-14,31)

Ag*HQO8(16)

(-11.53)

Ag*HQ23(17)

(-11.44)

R

(のん きさ)

A*EQ15

(-28.25)

A*HQ18(2)

(-27.13)

A*HQO9(8)

(-20.23)

A*HQ23(12)

(-17.49)

A*HQ20(24)

(-15.54)

A*HQ25(30)

(-13.78)

G

(一般的活動性)

A*HQ19

(-34.46)
A*HQ21(3)

(-33,51)

A*HQ20(7)

(-31.03)

A*HQ25(10)

(-26.70)

A*HQO6(16)

(-24B9)

A*HQO8(18)

(-13.78)
Ag

(愛想 の悪 いこと)

A

(-32.84)

A*HQ18(14)

(-24.24)

A*HQ16(19)

(-23.38)

A*HQ12

(-22.89)

A*HQO6(36)

(-19.57)

A*HQ11(38)

(-19.18)

Co

(協調 的で ない)

G*EQ24

(-37.87)

O*HQO6(17)

(-22.51)
O*HQ19(20)

(-21.76)

0*HQ23(25)

(-19.87)

O*HQ21(32)

(-18.56)

o*HQ14(35)

(-18.01)

0

(客観 的で ない)

D

(-35.08)

D*HQO5(5)

(-29.15)

D*HQ25(15)

(-26.98)

D*HQ2(23)

(-25,10)

D*HQ23(27)

(-18.56)

D*HQ17(28)

(-23.91)
N

(神経 質)

C*CO

(-38.33)

C*HQ20(2)

(-36.14)

C*HQ23(7)

(-28.57)

C*HQ12

(-24.70)

C*HQO5(25)

(-23.56)

C*HQ21(28)

(-23.18)

1

(劣等 感)

N*EQ23

(-29.06)

N*HQO8(14)

(-19.08)

N*HQ21(16)

(-18,78)

N*HQ12

(-17.73)

N*HQ25(29)

(-16.43)

N*HQ23(31)

(-15.55)

C

(回帰性傾 向)

N*D

(-38.09)

N*HQO5(9)

(-2698)

N*HQ19(20)

(-24.24)

N*HQ27(27)

(-23.01)

N*HQ20(33)

(-21.33)

N*HQ14(35)

(-20.55)
D

(抑 うつ性)

0*C

(-37.44)

0*HQO5(4)

(-31。65)

0*HQ25(22)

(-26.06)

0*HQ17(26)

(-24.41)
O*HQ11(29)

(-22.53)

O*HQO8(31)

(-21.56)

これは、各YG特 性 と被服行動 との多次元分割表分析を要約 した もので一 目で、被服行動

項 目との関連性 を把握することができる。

以下では、 この結果のなかか らい くっかの集合性格因子 と被服行動について詳 しく考察す

る。

今回分析 したAICに よる多次元分割表分析では、着 目変数 に対する説明変数(55項 目)

の分割表の比較が行われ る。すなわち、55組 の分割表 の比較分析 である。文献16)によれば、

各分割表間のAIC値 差が1以 上であれば分割表間に有意差があ りと判定 され る。CATD

APプ ログラムでは着 目変数 に対す る説明変数の組合せのみでな く、2説 明変数、3説 明変

数 における情報量を算出 し、当該着 目変数に対す る説明変数の最適組合せ変数 を選択する。

以下において、それぞれのYG特 性 と被服行動項 目との関連性 にっいて考察す る。

5・1一 般 的 活 動 性 因子(G)と 被 服 行 動

YG性 格特性因子 において活動的因子 とされるのはG因 子である。G因 子を着 目変数 とし

て場合の関連度の大 きい順、AIC値 の小 さい順に並べた ものが表5で ある。

表によれば、G因 子(非 行動性 一活動的)に 対 して主導的集合因子 であるA因 子 と被服行

動のHQ19「 外出す る時着 る服がな くて外出が いやにな りますか」 の組合せ(AIC値=

-34 .46)が 最適組合せ として選択 され、次 いでYG特 性のA因 子(AIC値=34 .10)、A
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表5

(説明変数) カテゴリー数AIC値 AICの 差

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

2乱

22

23

YG@A舘 ら6

YG@A魯46

YG@A雰46

YG∂A欝46

YGaA盤46

YG@AG850

YG@A鶴 ら6

Y6@A器46

YGaA器46

YG@A盤46

YG∂A#46

YG@A346

YG∂A銘46

YG@A#ら6

YG@A鉾46

YG@A嵩46

YG∂A悩6

YG@A#46

YG@A器46

YG@A鐸46

YG@A救46

YG@A#46

YG∂A蕎46

HQ19融5

HQ21雛7

EQ23銘34

YGaAG850

HQ20盤16

EQ27鉾37

EQ32謬39

HQ25鉾19

EQ15舘30

EQO4舘29

EQ18盤33

EQ17"32

YG@O舘32

HQO6器4

εQ40鉾44

EQ26僧36

HQO8銘6

YG@1器54

EQ2ら 器35

HQO5詳3

HQO9詳7

9

3

9

6

9

3

9

6

6

9

6

6

6

6

9

9

6

6

9

9

6

9

9

一34.46

-34.10

-33 .51

-32.68

-32。38

-32 .31

-31 .03

-29 .10

-27。08

-26.70

-26 .22

-26 .1ら

一26.OO

-25。84

-25 .68

-24 。89

-24 .54

-24 .OO

-23.78

-23.78

-23.26

-23.19

-23 .04

6

9

3

0

6

9

3

2

8

8

8

ら

5

6

9

6

4

2

0

2

8

4

0

3

5

8

3

0

2

9

0

3

4

0

1

1

1

7

3

～

2

0

5

0

1

0

0

0

0

0

0

ユ

ー

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

以下省略

*HQ21「 新 しい服を買 う時には気に入 った らす ぐ買いますか」(AIC値=33.51)の 順 で

続 く。 ただ しAIC値 の差 は1～3位 までで も1未 満であり、1～3位 の分割表間では有意

差は見 られず、同程度の情報量 とみなされる。

また、G因 子 に対する100項 目の組合せのうち84項 目までAIC値 か らみて有意 であ る。

G因 子に対 して最適変数 として選択 された分割表 を表6に 示す。

表6

CO腿TI"GE開CY

X(1}:YG@G霧49

XX

23

TA8LE回:【THTHεOP了1騰ALCOM81"ATIO髄

X(2⊃:YG@A846X{3⊃:樋Q19舘15
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OFεXPしA開ATORYVARIABLES

X{1)ユ 23

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

1

1

2

2

2

3

3

3

しAτOT

21

9

0

14

0

0

ユ

o

o

21

4

2

48

22

8

8

2

0

3

2

3

1～

0

1

6

1

5

45

15

～

77

22

9

15

3

5

XU》

45115

1

36196

23

i

2

3

1

2

3

1

2

3

i

l

i

2

2

2

3

3

3

LAτ0τ

も6.7

60.O

o.0

18.2

0.0

0.0

6.7

0.O

o。o

46.7
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表によれば、着 目変数 のYG特 性 のG因 子の全体比率 は平均得点者 が115人(58.7%)と

約半数を占め、次 いで低得点者(非 活動的)が45人(23.0%)で あり、高得点者(活 動 的)

は36人(18.4%)と な っている。

YG特 性のG因 子 に対 して最適組合せであるYG特 性のA因 子 とHQ19に っいて考察する

と、「支配性(A因 子)で は普通であり、外出時には着 る服がなくていやになることがある」

と回答 した者が77人(39.3%)、 次いで 「支配性(A因 子)で は服従 的であ り、 外 出時 には

着 る服がなくていやになる」45人(23.0%)で あ り、「支配性では普通 であ り、 外 出着 には

着 る服がなくていやになることがない」22人(11.2%)、 「支配性大で、外出時には着 る服が

な くていやになる」15人(7.7%)と なっている。

っまり、一般的活動性 も支配性すなわち指導者意識を も中庸 な者が外出時には着 る服がな

くて外出す るのがいやになると回答 している。一方活動的で指導者意識の強い者において も

外出時には着 る服がな くて外出す るのが いやになると思 っているようである。衣生活論7)に

よれば、「衣服 を着 ると人間が変 わるとい う。たとえば、外出着 に着かえた時 と、 家庭着 の

ままいる時では、精神的緊張度や行動、態度に大 きな違いが生 じて くる。人間 はその着てい

る衣服によ って、外観 ばか りでな く、気持 ちも変 わり行動や態度 に出る。」(取 意)と 論 じて

いる。本調査における学生の着装意識 と一致 しており、外出時には自分 自身にとって望 ま し

いと思 う衣服で外出 したいという気持 ちの顕われであろう。

5・2情 緒 安 定 因子(D・C・1・N)と 被 服 行 動

YG性 格特性における情緒安定性因子群 はD(抑 うっ性)、C(回 帰性傾向)、1(劣 等感

の強弱)、N(神 経質特性)の 基礎因子か ら成る。

D因 子を着目変数 とし、他 のYG因 子、被服行動項 目および食行動項 目変数のあわせて55

項 目を説明変数 した場合の分割表分析でD因 子に対 して最 も関連度 の強い組合せ変数は、Y

G特 性のO因 子(客 観的因子 一主観的因子)とC因 子(気 分の変化 の大小)でAIC値 は一

37.44で あった。D因 子 での本学学生の比率 は楽天的傾向の者60 .7%、 ふっ うのグループ37.2

%で あり、陰気的傾向の者はわずか2%で ある。 ○因子 とA因 子 との組合せを見 ると、楽天

的(D因 子)の 者 の うち客観的(O因 子)で かっ冷静(C因 子)な 者 の割合が最 も多 く

(43.7%)、 客観的(O因 子)で ふっ う(C因 子)(16%)、 ふっ う(O因 子)で 冷静(C因 子)、

ふっ う(○ 因子、C因 子)の 組合せが ともに13%と いう結果であった。

着 目変数であるD因 子がふっ うに属す るグループでは、O、C因 子 ともふっ うに属す るも

のが グループ内の39.7%を 占め、次 いで、主観的(O因 子)、 ふっ う(C因 子)の 組 合せの

20.5%で ある。

このようにD因 子を着 目変数 とした場合の最適説明変数の組合せ は、YG特 性 のO因 子 と

C因 子が最 も関連性の強い変数 として選択 されたが、1説 明変数、2説 明変数および3説 明

のすべの組合せ(100組)か ら被服行動項 目で有意 とみなされた組合せは、O因 子 とHQ5
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(AIC値=31.65)が4位 に、 や は りO因 子 とHQ25(AIC値=-26、06)が22位 で選 択

され て いる。

こ こで は、 着 目変 数 た るD因 子 の楽天 的 な グルー プ とふっ うの グル ー プ(陰 気 の グル ー プ

は少数 なので割愛)と0因 子 とHQO5と の関連 にっ いて考察 す る。

表7は 、D因 子 で楽 天的傾 向 を示す者 の グル ー プ とふつ うの グル ープのO因 子 とHQO5の

分 割表 を示 した もので ある。

表7D因 子 とO因 子及び被服行動HQO5の 比率比較表

着目変数※

D因 子

説明変数

O因 子
比率(%・ 人)

説明変数HQO5(内 訳比率)

男性の目を意識 して服を着 る

思 う 思わない わか らない

楽天的
〃

〃

客観的

ふっ うグループ

主観的

60.5(72人)

31。1(37人)

8.4(10人)

31.9

43.2

20.0

55.6

432

30.0

12.5

13.5

50.0

ふ っ う グ ル ー プ

!!

ノ!

客観的

ふっうグループ

主観的

16.4(12人)

52.1(38人)

31.5(23人)

41.7

52.1

31.5

8.3

50.0

26.1

50.0

28.9

43.5

※D因 子の冷静的グループは全体で2%な ので割愛 した。

楽天的傾向グループの60.5%は0因 子 で客観的傾向を示す グループに属す るのに対 して、

ふっ うグループでは16.4%に 過 ぎず、逆に楽天的グループで0因 子が主観的である傾 向を示

す者が8.4%に 対 してふつ うグループでは31.5%と 大 きな比率の差があ らわれている。

これ らのYG性 格特性のD因 子 と0因 子か ら被服行動のHQO5「 男性の目を意識 して服を

着ていると思 うか」の設問を考えると比率の うえで 「思わない」者が 「思 う」者を超 えてい

るのは、D因 子が楽天的、 自己満足傾向の者で0因 子が(客 観的、常識的傾向)の 組合せと、

D因 子、O因 子 ともに普通 グループに属するもの、およびD因 子が楽天的で○因子が主観的 ・

自己中心的性向をもっ グループである。逆 に、「思 う」者が 「思わない」 者 の比率 を超えて

いるのはD因 子が普通 グループに属 し、O因 子が客観的 ・現実的性向を示すグループである。

D因 子が楽天的性向を示 し、O因 子が普通 グループに属するものは 「思 う」、「思わない」が

43.2%と 同率であ った。

次に、YG性 格特性のC因 子を着目変数 とした場合の被服行動にっいての多次元分割表分

析を行 ったところ最適変数の組合せは、YG性 格特性において同 じ情緒安定一不安定要因の

因子 とされる。

N因 子 とD因 子 との組合せがAIC値 一38.09で 最適組合 せ と して選択 された。前報18)で

も述べたように、本学学生 のC因 子、N因 子、 もよびD因 子 の傾向は、C因 子では冷静的 ・
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ふっ うグループを含 めて95%、N因 子では神経質でないとふっ うグループを含 めて92 .4%、

D因 子で も楽天的 ・ふっ うグループを含あて98%と い うように情緒不安定性の集合因子 は情

緒的安定を裏づける数値を示 していたが、C因 子 を着 目変数 とした多次元分割表分析におい

て もその傾向を確認することができる。

表8に 示 したC因 子 を着 目変数 とした、最適変数 の組合せである。N因 子 とD因 子の3次

元分割表か らもその傾向を明 らかに見 ることができる。

表8
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着 目変数がC因 子の場合の、被服行動で上位 に選択される項 目はN特 性 とHQO5の 組合せ

(AIC値=-26.98、9位)、N特 性 とHQ19(AIC値=-24.24、20位)等 である。

5・3社 会 的 適 応 性 因 子(O、Co、Ag)と 被 服 行 動

YG性 格特性因子において社会的適応一社会的不適応を形成す る因子はO(客 観的一主観

的)、Co(協 調的一非協調的)、Ag(消 極的一積極的)因 子である。その うちAg因 子 は活

動的一非活動的集合因子 と重複 している。 これ らの社会的適応因子 と被服行動 との関連性 に

ついて考察する。

Ag因 子の頻度集計は前報で も報告 した通 り、消極 的46.2%、 ふっ う43.7%、 積極 的10.1
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%で あった。Ag因 子を着目変数 として3変 数 までの組 合せ(100組)の 分割表分析 を行 っ

たところA因 子 とG因 子 との組合せが最適組合せ として選択 された(表9参 照)

表9

(説明変数) カテゴリー数AIC値 AK)の 差

三
　

ま
ヨ

今

零

麹

ll

捻

ll

ll
　む

;1
をさ

ll

ll

;琴
きロ

菱

ll

ll

　 おム るる

鵬含ll

鵬 雛

鵬 簾捻

儲簸ll

鵬騰1

撚1捻

獄 糞l

ll瓢1

綴 畿1

擁 髭1

器 髭1

糠 髭l

ll謙1

鵬 含1織

ll謙1

;1謙1

櫨嶺l
YG璽A#46

YGのG#ら9

マ　ヨ　 ら　

鵬llll1

器ll#ll

lε瓢;

識鵡

欄 繧
EOユ8#33

ピな　らなきら

1雛 養
El携窒

含器1

,1灘
謙ll

EQ38#42

εQ40描4

EQO3謬28

εQ36#らo

HQO6菖 ら

3

9

3

9

9

今

6

6

6

9

6

6

9

9

6

3

6

9

9

6

6

9

6

6

6

9

6

6

3

3

6

6

6

6

3

9

のヨ　

1;

ll

ll

ll

;1
きら

ll

髪

;l

ll

;;
　　

ll

l;

;;
　ユ

;1
;1
20

一ユ9

ll

言l

ll

ll

l;

豊

;:

ll

;;

鷺

ζ1

舞

鷺

ll

ll

勇

ll

ll

1、ε

ll£

llさ

ll黛6

。認

llさ

llε

ll8

1:含

碁9

118

11呂

llき

羅}
雛:

警暮

:18

以下省略

被服行動項目ではA因 子 とHQ18の 項 目が】00組中14番 目に選択 され、次 いで、組合せA

因子 とHQ16が 董9番目に選択 されている。HQ18とHQ16の 項 目はそれぞれ 「持 っている服

は少な くとも紺合せて変化をっける(HQ16)」 、「今 日どんな服を着よ うか と考え るのが楽

しいか(HQ18)」 という設問か らわか るように、 これ らの設問は被服着用に対す る積極性
、

二1二夫性を問 う設問であり、Ag因 子 に関 してA因 子 と共にこれ らの被服行動項 目が有数 な変

数 として選択 されたことは性格特性 と被服行動 を見 るうえで興味深 い。

表10に おいて・HQ18「 今 日どんな服を着用す るかが楽 しみ」 という被服行動の設問を軸

に 「そ う思 う」 と回答 した者の比率を見 ると、比率 としてはAg因 子において 「服従的傾向」

を示 し、A因 子では普通 グループの組合せの者が66 .7%で 最 も多 く、Ag因 子が 「支配性傾

向」でA因 子が普通 グループの組合せの者が53 .3%と 続 く。Ag因 子が服従 的でA因 子が消

極的傾向を示す・者は全被験者の52 .8%を 占めるが、HQ18に 対する反応は 「楽 しみ と思 う」
、

「その思わない」とも同率 の43。8%で ある。
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表10Ag因 子とA因 子及び被服行動(HQ18)の 比率比較表

着目変数

Ag因 子

説明変数

A因 子
比率(%・ 人)

説明変数HQ18(内 訳比率)

今日どんな服を着用するかが楽しみ

思う 思わない わからない

消極的傾向
〃

〃

服従的傾向

ふっ うグループ

支配性傾向

52.8(48人)

45.1(41人)

2.2(2人)

43.8

48.8

50.0

43.8

46.3

0.0

12.5

4.9

50.0

ふ っ う グ ル ー プ

〃

!ノ

服従的傾向

ふっ うグループ

支配性傾向

17.7(15人)

64.6(55人)

17.7(15人)

66.7

41.8

53.3

26.7

29.1

33.3

6.7

29.1

13.3

積極的傾向
!!

!ノ

服従的傾向

ふっ うグループ

支配性傾向

10.0(2人)

60.0(12人)

30.0(6人)

0.0

41.7

50.0

50.0

25.5

16.7

50.0

33.3

33.3

表11Ag因 子 とA因 子及び被服行動(HQ16)の 比率比較表

着目変数

Ag因 子

説明変数

A因 子
比率(%・ 人)

説明変数HQ16(内 訳比率%)

服の枚数は少なくとも上手に組合せて変化

思 う 思わない わからない

消極的傾向
〃

!!

服従的傾向

ふっ うグループ

支配性傾向

52。8(48人)

45.1(41人)

2.2(2人)

95.8

85.4

50.0

0.0

4.9

0.0

4.2

9.7

50.0

ふ っ う グル ー プ

〃

〃

服従的傾向

ふっうグループ

支配性傾向

17.7(15人)

64.6(55人)

17.7(15人)

86.7

91.0

100.0

13.3

7.3

0.0

0.0

1.7

0.0

積極的傾向
〃

〃

服従的傾向

ふっうグループ

支配性傾向

10.0(2人)

60.0(12人)

30.0(6人)

50.0

91.7

83.3

50.0

8.3

16.7

0.0

0.0

0.0

Ag因 子が積極的傾向を示 し、A因 子が支配性大のグループの者は全体 と して は30%い る

が、内訳では 「思 う」50%、 「思わない」16.7%で 、「楽 しみに思 う」比率が多 く、被服着用

を積極的に楽 しもうとす る姿勢が数値上 にあわ られている。

次 に表11に ついて見ると、HQ16「 服の枚数が少 なくとも上手に組合せて変化をつ けてい

るか」 とい う被服行動に対す るYG性 格特性因子の関連性を見 るとAg因 子 にお ける消極 的

傾向の者、A因 子 における服従的傾向を示す者のグループの95.8%が 「そう思 う」と回答 し、

Ag因 子が積極的な傾向を示 し、A因 子が普通 グループに属す る者 の91.7%が や はり 「そ う
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思 う」 と回答 している。 また、Ag因 子が積極的傾向のグループに属 し、A因 子が支配性大

傾向に属する者 も83.3%で あるが 「そ う思わない」者 も16.7%と かなり多い。YG性 格特性

因 子の側面か らHQ16の 項 目にっいてみると、消極 的傾向であ り、かっ服従的傾向の者 に

「そう思 う」という肯定者が多 く、積極的傾向一支配性傾向大の グループに属す る者 に 「服

の枚数は少 なくとも上手に組合せて変化 をつけて着 る」 という被服行動に対 し、否定派が比

較的多いことがわか った。

5・4主 導 的 性 集 合 因 子(A、S)と 被 服 行 動 との 関連

YG性 格特性において主導的集合因子 とされるのは、A因 子(服 従的～支配性大)とS因

子(社 会的内向一社会的外向)で ある。S因 子を着 目変数 としてYG性 格特性、被服行動項

tヨ、食行動項目の55項 目を説明変数 と して1変 数のAICに よる分割表分析を行 ったところ、

表玉2に示す ように同 じ主導的集合因子 であるA因 子がAIC値 一27.33で 単・一一変数 では最 も

関連性 の強 い変数 として選択 された。次 いで、YG性 格特性の1因 子(劣 等感小一劣等感大)

表12

(説明変数) カテゴリー数AIC値 AICの 差

茎

麦

Σ

二

,1

塾

餐

慧

猛

Y窃aA悩6

YGaI謬54

YG∂R#48

YG∂ 信髄9

宰G∂丁#ら7

YGのD#56

HQ◎3器2

鯉QO5舘3

HQ2s瓢3

鰻Q!4瓢1

YGao#～2

Y6acO#51

呂QO6#4

YG∂ 尉#55

轄Q1ウ 瓢 ～

H鍛O#8

H磁2蝦 ◎

HQ26#20

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

費銘

二ll;

ll
ユユ

; 認

ζll

芝ll

き難

言ll

ま
。ll

1、ε

llま

ll量

ll呈

諺£

llさ

ll窪

盛£

砦暮

以下省略

でAIC値 ～i8.57で あ り明 らか にS因 子 に対す るA因 子 と1因 子 間 に有 意 差 が あ る こ とが

わか る。S因 子 に対 す る被服 行動項 目で は、7番 目 にHQO3(AIC値;-9.30)、8番 目

にHQO5(AlC値 二 ～7.50)、 次 いでHQ25(AIC値 慧一6。91)、HQ14(AIC値=・ …

5つ7)と 被服 行動 項 目が選択 されて い る。

次 いで、 複数 の説 明変 数 の組 合せ に よ り最適変 数 を算 出 した と ころ着 目変数S因 子 に対 し

てはA因 子 が最適変数 と して選 択 され.被 服行動 で はA因 子 どHQO9(AIC値 司8 .90)、

A因 子 とHQO3(AIC値=-18.85)の 組 合 せが友好 な組合 せ と して選 択 さ れ た。 こ こで

A*HQ9とA*HQO3のAIC値 差 は0.5で あ りS因 子 に対 して は同程 度 の 関連 性 の強 さ

を あ らわ してい る といえ る。
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表13はS因 子 に対するA因 子 とHQO9の 分割表 の比率を示 した ものである。

表13か ら明 らかなように、HQO9の 「自分の服 に対 して他人 はどう思 っているか気にする

ほうですか」 について 「気 にす る」 という者 のグループを着目変数であるS因 子 と説明変数

のA因 子 にっいて見ると、性格性向が 「地味で」、「服従的傾向」 のグループの者が68 .4%と

最 も高い比率を示 し、次 いで、S因 子、A因 子 とも 「普通」の グループに属す る者の66 .7%

である。逆にHQO9「 自分の服に対 して他人 はどう思 っているか気 にするほうですか」 にっ

いて、気 に しないグループで比率が高いのはS因 子で社交的 グループに属 し、A因 子が 「普

通 グループに属す る者」が50%、S因 子が 「地味的傾向」 でA因 子が 「支配性大」の グルー

プの者 が40%で あるが、 この組合せは全体で3 .7%と 少ない。

着 目したいのはS因 子が 「地味」でA因 子が 「ふっ う」の グループといずれのYG因 子 と

も 「普通 グループ」に属す る者の比較である。前者 は 「気 にす る」52 .7%に 対 して後者 は

66.7%、 「気に しない」 では前者 は33.8%に 対 して後者は23.3%で あり、被服 に対す る他人の

目という観点か らするとS因 子で地味傾向 というグループに属 し、A因 子では 「普通 グルー

プ」 に属す る者にHQO9に 対 して 「気に しない」比率が多いことがわか った。全体の比率で

は54.4%、58.8%と ほぼ同比率である。S因 子の社交的 とA因 子 の支配性大傾向の者のグルー

プはごく少数(4人)な ので積極的な評価 はできないが、HQO9に 対 して 「気 にす る者」が

75%を 占ある。

表13S因 子とA因 子 ・HQO9の 比率比較表

説明変数HQO9(内 訳比率%)
着目変数 説明変数

S因 子 A因 子
比率(%・ 人) 自分の服装に対 して他人がどう思うか気にするか

気にす る 気に しない わからない

地味 服従的 41.9(57人) 68.4 28.1 3.5
!! ふ っ う 54.4(74人) 52.7 33.8 13.5
〃 支配性大 3.7(5人) 40.0 40.0 20.0

ふ っ う 服従的 13。7(7人) 42.9 14.3 42.8
〃 ふ っ う 58.8(30人) 66.7 23.3 10.0
〃 支配性大 27.5(14人) 57.1 14.3 28.6

社交的 服従的 11.2(1人) 0.0 0.0 100.0
〃 ふっ う 44.4(4人) 25.0 50.0 25.0
〃 支配性大 44.4(4人) 75つ 0.0 25.0

次に主導的因子のA因 子にっいて多次元分割表分析を行 ったところG因 子 とS因 子の組合

せ(AIC値=-37.26)が 最適変数 と して選択 された。 ここで被服行動項 目ではHQ21

(新 しい服 を買 うとき気に入 ったら、す ぐ買 うか)、HQ19(服 がな くて外 出がいやになる)
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がそれぞれG因 子 との組合せにより選択 されたが、いずれの設問項 目ともYG性 格特性のG

特性(非 活動的一活動的)と 結 びついてA因 子 に対する有効 な変数 として選択 されており、

活動的一非活動的 とい う性格特性が被服の購買行動に関す る項目との間で関連性が認め られ

た ことは、興味深 いことと思 われる。

6お わ り

い くっかのYG性 格因子 と被服行動について検討 したが、YG性 格特性 にっ いては本来、

被験者個々の性格特性を明 らかに し、 カウ ンセ リング、学生相談 に役立たせ るのが本来の目

的であることは承知するが、被服行動調査項 目にあ らわれ る同調性 に対する反応と評価、 自

己表現や流行意識の捉え方、被服素材の選択の購買意識 といった判断には多分 に性格特性の

影響 との関与が考え られる。今回の分析 によ りい くっかの興味ある結果が得 られたので、 こ

れ らのデータをより広範 に蓄積 して、 さらに、探索的な被服行動調査を持続 したいと考えて

いる。

なお、和服着装行動 にっ いて見 ると、従来和服 と洋服 とでは嗜好感覚が異質の ものと考え

られていたが、若 い世代 においては着装意識行動について、伝統きものと服飾デザイナーズ ・

ブラン ドきものとの嗜好が区別 されて いる。被験者 にとって はブランドきものはファッショ

ンと して捉え られ、着物に寄せ る関心の高 さが本調査結果で示 された。
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